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12月定例会のあらまし

提
出
さ
れ
た
18
議
案
等
を
原
案
通
り
可
決
！

一般会計補正予算一般会計補正予算

1億７,３４８万円増額！1億７,３４８万円増額！
　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
２０
日
か
ら
１
月
１３
日
ま
で
の
２５
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
に
は
、
療
養
中
の
小
谷
町
長
に
代
わ
っ
て
職
務
代
理
者
で
あ
る

西
本
総
務
課
長
が
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
の
専
決
処
分
の
審
議
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
町
職
員
定
数
条
例
や
新
こ
ど
も
園
開
設
に
伴
う
管
内
の
各

保
育
所
・
幼
稚
園
設
置
条
例
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
、
町
下
水
道
事
業
の

企
業
会
計
へ
の
移
行
に
伴
う
関
係
条
例
、
廃
棄
物
処
理
場
設
置
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
に
関
す
る
補
正

予
算
が
担
当
課
長
よ
り
説
明
さ
れ
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

提
出
さ
れ
た
全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
一
般
質
問
を
行
い
、
３
議
員
が
登
壇
し
、「
空
き
家
状
況
調

査
の
詳
細
と
係
る
移
住
・
定
住
政
策
」
や
「
小
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
」、「
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
お
け
る
住
宅
向
上

へ
の
取
り
組
み
」、「
県
１
Ｊ
Ａ
合
併
の
流
れ
の
中
で
、
町
民
の
く
ら
し
の
利

便
性
と
行
政
の
関
わ
り
方
」、「
政
策
の
企
画
・
立
案
に
か
か
る
部
署
の
創
設
」

な
ど
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
公
務
に
復
帰
し
た
小

谷
町
長
や
井
戸
教
育
長
等
か
ら
、
当
局
の
考
え
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
発
議
と
し
て
谷
本
総
務
文
教
委
員
長
よ
り
「
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
へ
の
公
的
支
援
を
求
め
る
意
見
書
」
が
上
程
さ
れ
、
全
会
一
致
で

可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
や
関
係
大
臣
に
提
出
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
閉
会
中
の
議
員
派
遣
、
各
委
員
会
で
の
閉
会
中
の
事
務
調
査
を
承

認
し
閉
会
し
ま
し
た
。

子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金・鶴の湯温泉宿泊棟改修工事など

●主な条例改正（抜粋）

●町下水道事業の企業会計への
　　　　　　　移行に伴う条例改正
　国の方針により「町下水道事業」（農業集落排水
事業を含む）が、地方公営企業法による企業会計
へ移行するための条例改正です。
　これにより、「水道事業」と合わせて「上下水道
事業」に一本化されます。
しかし、事業実績等の報告内容については、従来
通り分けて報告されます。
　下水道処理の水質保全並びに公衆衛生の更なる
向上が期待されます。

●廃棄物の処理及び
清掃に関する条例

　今回の改正で、家電リサイクル法以
外の家庭からでる処理困難廃棄物につ
いては、従量制になります。
　町に臨時に収集要請された粗材ごみ
収集運搬料については、軽貨物自動車
1台あたり2,000円になります。

●廃棄物処理場設置条例
　みなべ町ごみ焼却場の名称が、みな
べ町ごみ処理場に変更されました。

みなべ町議会だより P2



12月定例会のあらまし

子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金
1億7,972万円

新型コロナウイルス感染症による影響が長期
化するなかで、その影響を受けている子育て世
帯に対し、臨時特別給付金を支給するものです。
給付額は児童一人について10万円、対象児童は
1,780人です。

特許出願料　61万円
和歌山県立医大へ梅干しの新型コロナウイ
ルスに対する抑制効果の研究を委託しており、
有効な成果が得られた場合に速やかに特許申
請するための予算措置です。

うめ振興費　▲725万円
新型コロナウイルス感染症の影響により予定
していたイベント等が中止になり、旅費、消耗
品費、会場借上料等が不要になったことによる
減額です。

南部中学校テニスコート照明器具更新工事
　200万円

塩害、経年劣化による老朽化した照明器具を
更新する工事です。このテニスコートはクラブ
活動以外に町民へも開放して利用していただい
ています。

鶴の湯温泉宿泊棟改修工事　540万円
老朽化した給湯設備、レストランのカーペッ
トと照明を改修する工事です。

体育施設設備購入費　５００万円
町民広場（河川敷）へ設置していたトイレが
老朽化したために、新たに仮設トイレを購入し
設置する予算です。多目的トイレ1基と、洋式ト
イレ2基がセットになったものを購入予定です。

●注目予算をピックアップ

補 正 予 算
項　　目 補正額 主な内容 総　　額

一　般　会　計
1 億

7,258 万円

子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金

94 億 7,409 万円

　1 億 7,972 万円

ふるさと応援奨学基金積立金 100 万円

健康管理システム改修委託料 123 万円

特許出願料 61 万円

うめ振興費 ▲ 725 万円

鶴の湯温泉宿泊棟改修工事 540 万円

復興計画事前策定委員報酬 30 万円

南部中テニスコート照明器具更新工事 200 万円

体育施設設備購入費　　　　　 500 万円

特
別
会
計

国民健康保険 2,778 万円 一般被保険者療養給付費 2,290 万円 19 億 1,864 万円

後期高齢者医療 2,699 万円 令和 2 年度医療療養給付費精算繰出金 2,674 万円 3 億 6,244 万円
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難聴者の補聴器購入への公的支援を求める意見書

　難聴はあらゆる世代に発生し、社会生活において様々な困難をもたらしている。
　難聴児の出生割合は、１０００人中１～２人といわれており、乳幼児期や学齢期の子供の
難聴を放置しておくと、言葉やコミュニケーション能力の発達に遅れが生じるおそれがある。
　また、成育途中や成人してからでも、様々な疾病等により難聴となり、日常生活や社会生
活等で支障が生じている人もいる。
　さらに、高齢者の難聴発生率は、非常に高く、加齢に伴って発症する加齢性難聴は認知症
やうつ病の発症につながり、要介護状態に至るリスクも高いといわれている。
　コミュニケーションの重要な役割を担う聴覚機能の維持や、将来の医療費・介護費の増大
リスクの軽減などの観点から、補聴器の普及など世代を超えた難聴対策を充実させていく必
要があるが、補聴器は高額で、保険が適用されないため、購入者にとっては重い負担となっ
ている。
　国は、現在、補装具費支給制度により、補聴器の購入に要した費用を一部支給しているも
のの、制度の対象は、身体障害者手帳の交付対象となる重度・高度難聴の場合のみである。
　よって、国におかれては、こうした課題に対応するため、補装具費支給制度の対象となら
ない難聴者の補聴器購入について、全国統一の公的支援制度を構築するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

総務文教常任委員会は上記意見書の提出を求める請願を審査し、 賛成すべきものと

決定しました。本議会で全会一致で採択され、下記意見書を関連機関へ提出しました。

●今回の主な条例改正の内容

改正前 改正後

7 割減額世帯	 9,510 円
5 割減額世帯	 15,850 円
2 割減額世帯	 25,360 円
上記以外の世帯	 31,700 円

7 割減額世帯	 4,755 円
5 割減額世帯	 7,925 円
2 割減額世帯	 12,680 円
上記以外の世帯	 15,850 円

●みなべ町国民保険税条例の一部改正

●未就学児１人に係る均等割額（年度額）

　主な改正内容は、子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、国民健康保険
に加入している未就学児にかかる均等割保険料の 2分の 1を公費により減額す
るものです。
　減額分を国 1/2、県 1/4，町 1/4 が負担します。施行は令和４年４月からに
なります。

※未就学児とは 6歳に達する日以降の最初の 3月 31 日以前である被保険者を指す。

みなべ町議会だより P4



３
人
（
児
童
２
人
・　

年
収

１
０
３
万
円
以
下
の
配
偶
者
）

の
場
合
で
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
っ
て
お
り
、
７
３
６
万
円
が

所
得
制
限
に
な
り
ま
す
。
ち
な

み
に
扶
養
親
族
が
０
人
の
場
合

６
２
２
万
円
、
１
人
の
場
合

６
６
０
万
円
と
、
１
人
増
え
る

た
び
に
38
万
円
上
が
る
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
制
限
に

よ
る
対
象
外
の
方
は
、
１
１
０

人
く
ら
い
で
す
。

農
林
水
産
業
費　

う
め
振
興

費　

特
許
出
願
料

（
６１
万
円
）

Q
今
後
の
坑
ウ
イ
ル
ス
作
用

の
特
許
出
願
ま
で
の
手
順
は
。

A
今
の
結
果
は
ま
だ
報
告
い

た
だ
い
て
い
な
い
の
で
す
が
、

報
告
い
た
だ
い
た
中
で
、
内
容

を
精
査
し
、
特
許
に
値
す
る
と

こ
ろ
を
ま
ず
先
に
特
許
庁
に
申

請
し
た
い
。
良
い
結
果
が
出
た

と
き
に
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的

に
タ
イ
ト
で
す
が
、梅
収
穫
前
、

ま
た
６
月
６
日
の
『
梅
の
日
』

前
等
に
発
表
と
い
う
方
向
で
進

め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。Q

み
な
べ
の
梅
と
い
う
形
で

特
許
申
請
す
る
こ
と
は
、
他
の

市
町
と
の
関
連
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

A
こ
の
機
能
性
の
研
究
に
つ

い
て
は
、
み
な
べ
町
独
自
の
研

究
で
、
材
料
に
は
み
な
べ
町
産

の
梅
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
特
許
も
み
な
べ
町
で

持
っ
て
い
て
、
例
え
ば
町
外
事

業
者
が
Ｐ
Ｒ
に
使
う
こ
と
は
で

き
な
い
ル
ー
ル
で
す
。
み
な
べ

町
が
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
梅
の
Ｐ
Ｒ
を
や
っ
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
、
広
域
的
に
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

消
防
費　

防
災
対
策
費　

復
興
計
画
事
前
策
定
委
員
報
償

（
30
万
円
）

Q
外
部
に
依
頼
を
し
て
出
来

上
が
っ
た
計
画
書
を
見
直
し
て

い
る
状
況
で
は
な
い
の
か
。

A
外
部
に
依
頼
し
た
の
は
基

礎
デ
ー
タ
の
部
分
で
す
。
検
討

委
員
会
で
は
、
そ
れ
を
も
と
に

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

事
前
復
興
計
画
の
説
明
か
ら
入

り
、
計
画
の
概
要
、
み
な
べ
町

の
現
状
、
地
区
別
の
課
題
、
そ

れ
に
対
す
る
基
本
的
な
方
針
、

体
制
や
手
順
な
ど
話
し
合
い
、

そ
れ
と
同
時
に
庁
内
で
も
、
各

課
の
防
災
委
員
と
、
そ
の
時
の

業
務
や
体
制
、
手
順
な
ど
を
話

し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

衛
生
費　

成
人
保
健
事
業
費

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

料
（
１
２
３
万
円
）

Q
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
受
診

者
の
方
も
閲
覧
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
、
健
診
結
果
の
一
部
と

い
う
表
現
を
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
ど
こ
ま
で
確

認
で
き
る
の
か
。
ま
た
番
号
法

と
い
う
の
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
こ
と
を
指
す
の
か
。

A
健
康
診
断
の
結
果
の
一
部

と
い
う
こ
と
で
、
現
時
点
で
中

身
の
ほ
う
は
把
握
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で

番
号
法
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
こ
と
で

す
。
受
診
者
個
人
が
閲
覧
す
る

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
登
録

と
か
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
番
号
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
Q
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ
ば
町

民
の
健
康
管
理
に
お
い
て
、
計

画
と
か
構
想
が
あ
れ
ば
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

A
健
診
さ
れ
た
町
民
の
方
の

デ
ー
タ
は
町
自
体
で
も
っ
て
、

成
人
病
対
策
等
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
転
入
さ
れ
て
き
た

方
に
つ
い
て
も
そ
の
情
報
を
利

用
し
て
、
健
康
指
導
等
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費　

児
童
福
祉
費

子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付

金
（
１
億
７
，
９
７
２
万
円
）

Q
申
請
が
必
要
な
方
に
お
い

て
、
審
査
の
う
え
支
給
決
定
と

あ
る
が
、
審
査
の
基
準
と
は
。

ま
た
、
そ
の
決
定
を
誰
が
す
る

の
か
。

A
児
童
手
当
に
係
る
所
得
制

限
の
審
査
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま

す
。
児
童
手
当
の
審
査
は
収
入

で
は
な
く
、
所
得
を
審
査
し
ま

す
。
決
定
は
最
終
的
に
は
町
長

と
な
り
ま
す
。

Q
児
童
手
当
の
所
得
制
限
の

金
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。ま
た
、

所
得
制
限
を
受
け
る
方
は
何
名

か
。A

報
道
等
で
よ
く
聞
か
れ
る

９
６
０
万
円
と
い
う
額
は
、
収

入
の
目
安
と
し
て
の
も
の
で

す
。
こ
れ
は
扶
養
親
族
の
数
が

３
月

定
例

議
会

の
あ

ら
ま

し
３

月
定

例
議

会
の

あ
ら

ま
し

３
月

定
例

議
会

の
あ

ら
ま

し

３
月

定
例

議
会

の
あ

ら
ま

し

一
般
会
計
補
正
予
算

12月定例会のあらまし
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し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。本
年
、

専
門
分
野
の
職
員
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
追
加
採
用
す
る

こ
と
に
決
定
し
て
い
ま
す
。
あ

と
、
職
員
の
派
遣
、
産
休
と
か

育
休
の
欠
員
も
考
慮
し
て
、
若

干
の
増
員
を
検
討
し
て
い
ま

す
。Q

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
条
例

の
改
正
で
、
保
護
者
側
と
し
て

ど
う
変
わ
る
の
か
説
明
を
。

A
保
護
者
の
皆
さ
ん
で
一
番

こ
れ
に
該
当
す
る
の
が
、
保
育

所
と
か
の
入
所
申
し
込
み
か
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
申
込

書
に
記
入
し
て
直
接
提
出
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。そ
れ
が
今
回
か
ら
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
そ
れ
に
打
ち
込

み
、
メ
ー
ル
な
ど
で
提
出
い
た

だ
け
る
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
町
と
し
ま
し
て
も
専
用
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
つ
く
り
、

そ
こ
で
お
受
け
取
り
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
田
辺
市

の
幼
稚
園
、
保
育
所
な
ど
か
ら

の
関
係
書
類
の
提
出
な
ど
も
、

メ
ー
ル
で
や
り
取
り
で
き
る
形

に
な
り
ま
す
。

Q
新
し
く
開
園
す
る
こ
ど
も

園
は
同
じ
扱
い
と
な
る
の
か
。

ま
た
、
他
市
町
の
施
設
を
利
用

さ
れ
る
方
、
そ
の
逆
の
方
の
対

応
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
保
育
所
の
申
し
込
み
関
係

は
、
新
し
い
こ
ど
も
園
に
つ
い

て
も
認
定
と
入
所
の
手
続
き
は

町
が
一
括
し
て
行
う
た
め
、
利

用
者
様
に
は
公
立
の
保
育
所
と

同
様
で
混
乱
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

他
市
町
の
施
設
利
用
者
の
方

に
つ
い
て
も
、
一
部
施
設
を
除

き
、
住
所
の
あ
る
市
町
村
へ
の

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

Q
改
正
前
、
処
理
困
難
物
と

し
て
９
項
目
に
分
類
し
て
金
額

を
設
定
し
て
い
た
が
、
今
後
は

従
量
制
に
な
る
と
い
う
こ
と

か
。A

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象

品
以
外
は
す
べ
て
従
量
制
と
な

り
ま
す
。

Q
臨
時
に
収
集
を
受
け
る
家

庭
粗
大
ご
み
の
手
数
料
２
，

０
０
０
円
と
は
。

A
役
場
職
員
が
特
別
収
集
と

し
て
そ
の
家
庭
で
回
収
し
、
積

み
込
み
、
山
内
の
ご
み
処
理
場

へ
搬
入
す
る
手
数
料
で
す
。

Q
今
ま
で
特
別
会
計
の
中
に

あ
っ
た
基
金
の
扱
い
は
。ま
た
、

企
業
法
に
移
る
こ
と
に
よ
り
、

み
な
べ
町
、
町
民
に
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
の
か
。

A
基
金
に
つ
い
て
は
、
一
度

み
な
べ
町
の
会
計
へ
入
れ
て
、

企
業
会
計
と
し
て
下
水
道
の
通

帳
へ
入
れ
て
今
後
使
う
よ
う
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。
町
、
町

民
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
事
で
す

が
、
企
業
会
計
に
な
れ
ば
減
価

償
却
が
ど
の
く
ら
い
要
っ
て
、

収
支
に
つ
い
て
も
明
確
化
さ
れ

て
、
安
定
的
に
継
続
し
て
い
く

た
め
の
課
題
が
見
え
て
く
る
か

と
思
い
ま
す
。

Q
上
下
水
道
企
業
が
新
年
度

か
ら
発
足
す
る
こ
と
に
伴
う
定

数
の
変
更
で
、
５
人
が
町
長
の

事
務
部
局
か
ら
上
下
水
道
企
業

の
事
務
部
局
に
移
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
減
少
し
た
部
局
に
お

い
て
過
重
な
負
担
と
な
ら
な
い

の
か
。

A
こ
の
定
数
条
例
変
更
は
職

員
の
所
属
部
局
の
分
類
上
の
組

替
え
で
す
。
現
場
で
の
職
員
数

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
職
務
執
行
上
、
人
員
の
配

置
は
妥
当
だ
と
思
う
が
、
退
職

さ
れ
る
方
が
数
名
お
ら
れ
る
な

か
、
職
員
数
の
増
員
等
の
考
え

は
。A

今
回
の
条
例
は
定
数
条
例

の
中
身
の
変
更
の
み
で
す
。
条

例
上
は
総
計
１
７
８
人
で
す
。

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
で

は
、
実
数
１
３
８
名
で
、
そ
の

件
に
つ
い
て
は
町
長
と
も
話
を

み
な
べ
町
職
員
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

み
な
べ
町
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

み
な
べ
町
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

み
な
べ
町
下
水
道
事
業

に
地
方
公
営
企
業
法
の

全
部
を
適
用
す
る
こ
と

に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て

12月定例会のあらまし
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臨時会のあらまし

令和３年度
10月・11月臨時会の主な内容と結果

みなべ町職員の給与に関する
条例の一部改正

反対討論　町職員の給与に関する条例の一部改正（池田議員）
　みなべ町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についての反対討論をいたします。
　人事院は８月 10 日に。和歌山県人事委員会は 10 月１8日に、職員の給与に関する勧告を行いました。
　月例給は、民間給与を 19 円上回っており、格差が極めて小さいとして改正を見送りました。しかし、期末
手当は、２年連続で削減です。職員の期末手当を下げたら民間も上がらないという引き下げ方向のはっきり
した結果が出ています。今回は、0.15 月ということで昨年度のコロナ禍から見ると 0.20 月の削減となります。
これは、新型コロナ感染対策のワクチン接種等で、かなり多くのご苦労をされながら一生懸命頑張っている職
員、それに関係する人たちのことを考えれば割に合わない削減です。皆さんのこれからのモチベーションの低
下を招くこととなります。
　経済を潤すという形にも逆効果になっていくのではないかということも含め、以上のことから、みなべ町職
員の給与に関する条例の一部を改正する条例について反対します。

　南部中学校体育館に空調設備を設置する工事で
す。災害発生時の避難施設や生徒の屋内での活動
施設として環境改善を図るためで、令和４年 3月
末の完成を予定しています。

　新型コロナウイルス感染症の拡大により影響を
受けている事業者を支援するために、県の支援金
の 3分の 2を上乗せします。
雇用従業員数によって、最大 40 万円を支給しま
す。（支給は 1回限り）

※現在、県の「サービス業等支援金第Ⅲ期」開
始に伴い最大 66 万 6 千円になっています。Ⅲ期
分から雇用人数に応じて（1月 6日変更）

　国の人事院勧告により、町職員等の期末手当
を、0.15 月分引き下げるための条例改正です。
　新型コロナウイルス感染症の拡大影響により
民間の支給額との差額を調整するためです。
　今回の改正で、令和 4 年 6 月期の手当も
0.075 月分引き下げられます。
※会計年度任用職員も同じ。

契約金額 5,025 万円

 1,680 万円

南部中学校空調設備工事
請負契約の締結

10月臨時会

11月臨時会

10 月 25 日開催

11 月 29 日開催

１１月臨時会　提案議案での賛否　（反対のあった議案のみ）

議　案 山本 池田 真造 下村 井口 細川 出口 谷本 宮㟢 玉井 棒引 丸山 天野

議案第 1号 みなべ町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

みなべ町事業推進支援金
一般会計補正予算

全議案
可決！

※ ○：可決、×：否決　議長は裁決に加わりません。

討論とは
議案に対する「賛成」「反対」の旨とその理由を述べて、他の議員を自己の意見に賛同さ
せることを目的とする発言。

みなべ町議会だよりP7



12
月
2
日	

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務

組
合
議
会
定
例
会
（
谷
本
議

員
）、
日
高
広
域
消
防
事
務
組

合
議
会
定
例
会
（
井
口
議
員
）

12
月
3
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
月
15
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議

会

12
月
20
日　

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
開
会
、

総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
産
業

建
設
常
任
委
員
会

12
月
21
日　

会
計
例
月
監
査
（
下
村
議
員
）、

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
例
月

出
納
検
査
（
議
長
）

12
月
26
日　

近
畿
自
動
車
道「
有
田
～
印
南
」

４
車
線
化
完
成
式
（
議
長
）

12
月
27
日　

紀
南
病
院
組
合
議
会
定
例
会

（
正
副
議
長
）、
田
辺
市
周
辺
衛

生
施
設
組
合
議
会
例
月
出
納
検

査
（
出
口
議
員
）

1
月
4
日　

成
人
式
（
正
副
議
長
）

1
月
5
日　

消
防
団
出
初
式
（
正
副
議
長
）

1
月
12
日　

郡
議
長
会
（
議
長
）

1
月
13
日　

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
閉
会

1
月
19
日　

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
例
月

出
納
検
査
（
議
長
）

1
月
25
日	

田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議

会
例
月
出
納
検
査
（
出
口
議

員
）	

	

1
月
26
日　

会
計
例
月
監
査
（
下
村
議
員
）	

1
月
28
日　

広
報
委
員
会

1
月
31
日	

自
治
振
興
委
員
会
（
議
長
あ
い

さ
つ
）

10
月
5
日	

広
報
委
員
会

10
月
6
日	

広
報
委
員
会

10
月
7
日	

郡
議
長
会
（
議
長
）

10
月
12
日　

広
報
委
員
会

10
月
15
日　

広
報
委
員
会

10
月
18
日　

紀
南
病
院
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
（
正
副
議
長
）	

10
月
20
日　

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
例
月

　
　
　
　
　

出
納
検
査
（
議
長
）

10
月
25
日　

令
和
３
年
第
３
回
臨
時
会
、
議

会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会
、

総
務
文
教
常
任
委
員
会
産
業
建

設
常
任
委
員	

10
月
27
日　

会
計
例
月
監
査
（
下
村
議
員
）、

田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議

会
例
月
出
納
検
査（
出
口
議
員
）

11
月
11
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会	

11
月
12
日　

田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議

会
定
例
会
（
山
本
議
員
、
真
造

議
員
、
出
口
議
員
）、
紀
南
病

院
決
算
委
員
会
（
副
議
長
）	

11
月
19
日　

田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合

議
会
（
正
副
議
長
）

11
月
21
日　

紀
の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭

２
０
２
１
閉
会
式
（
議
長
）

11
月
24
日	

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
例
月

出
納
検
査
（
議
長
）

11
月
26
日　

会
計
例
月
監
査
（
下
村
議
員
）、

田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議

会
例
月
出
納
検
査
（
出
口
議

員
）	

11
月
29
日　

令
和
３
年
第
４
回
臨
時
会
、
議

会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

一 般 質 問
3人の議員が登壇

議
会
の
動
き

通告順で掲載しました。
ページ 質 問 者 と 質 問 内 容

Ｐ11
真造　賢二　議員
①	 空き家状況調査の詳細と係る移住・定住政策を問う
②	 小中学校トイレ改修工事が行われなかった理由は

Ｐ12
池田　三千留　議員
①	 みなべ町営住宅長寿命化計画における住宅向上への取り組み
②	 県１ＪＡ合併の流れの中で、町民のくらしの利便性と行政の
関わり方

Ｐ13 玉井　伸幸　議員
①	 政策の企画・立案にかかる部署の創設を

町
政
の

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

みなべ町議会だより P8



一般質問

移住・定住

質問 空き家状況調査の詳細と移住・定住政策を問う
答弁 県支援対象地域以外にも町独自の支援を検討

真
しん

造
ぞう

賢
けん

二
じ

 議員

質
問　

地
元
紙
で「
移
住
・

定
住
推
進
に
む
け
た
空
き

家
の
活
用
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
採
用
」
が
報

道
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
一

般
質
問
で
提
案
し
て
き
た

こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
な

内
容
を
確
認
し
た
い
。

①
空
き
家
の
調
査
を
ど
う

実
施　

②
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
に
よ
る
空
き
家
の

利
用
可
能
性
の
調
査
と
は

③
相
談
窓
口
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
農
地
の
あ
っ
せ
ん
等

は　

④
空
き
家
情
報
は
公

開
か　

⑤
県
の
補
助
対
象

地
区
（
清
川
、
高
城
）
以

外
へ
の
空
き
家
改
修
補
助

録
を
お
願
い
し
て
公
開
し

ま
す
。
⑤
空
き
家
の
活
用

に
よ
り
、
移
住
者
の
受
入

れ
や
農
業
後
継
者
を
確
保

し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
る
目
的
か
ら
町
独
自
の

支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

⑥
体
験
住
宅
整
備
の
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。
適
切
な

物
件
が
あ
れ
ば
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

再
質
問　

①
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
を
毎
年
１
名
採

用
し
、
常
時
３
名
が
い
る

体
制
に
し
て
は　

②
関
心

の
高
い
町
民
の
方
も
交
え

て
推
進
し
て
は
。　

町
長　

①
複
数
人

体
制
で
臨
め
る
よ

う
に
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
②
民

間
の
方
の
意
見
も

取
り
入
れ
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

は
⑥
移
住
体
験
住
宅
の
整

備
は
。

町
長　

①
５
年
前
の
調
査

デ
ー
タ
を
補
完
す
る
形
で

区
長
さ
ん
へ
依
頼
す
る
予

定
で
す
。
②
①
の
結
果
に

基
づ
き
隊
員
と
職
員
で
所

有
者
の
意
向
を
調
査
し
ま

す
。
③
産
業
課
職
員
と
隊

員
の
２
人
で
空
き
家
情
報

を
提
供
し
ま
す
。
農
地
の

あ
っ
せ
ん
は
Ｊ
Ａ
の
農
地

相
談
員
に
お
願
い
し
、
日

高
地
域
新
規
就
農
者
育
成

協
議
会
と
も
連
携
し
て
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
④
県

の
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

質
問　

こ
の
工
事
予
算

（
総
額
７
，
５
２
６
万
円
、

う
ち
国
補
助
金
８
６
３
万

円
）
は
、
令
和
３
年
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
、
国
の

補
助
金
が
確
定
し
て
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
中

止
に
な
っ
た
の
か
。
中
止

に
よ
る
被
害
者
は
、
ト
イ

レ
環
境
が
整
備
さ
れ
ず
に

い
る
児
童
、
生
徒
た
ち
。

早
期
改
修
を
望
む
が
。

教
育
長　

令
和
２
年
度
の

完
成
予
定
で
進
め
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

感
染
が
拡
大
す
る
状
況
で

３
月
３
日
か
ら
５
月
31
日

を
長
期
臨
時
休
業
と
す
る

判
断
を
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
夏
休
み
を
短
縮
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し

た
。
開
校
中
で
あ
っ
て
も
、

仮
設
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
、

工
事
を
す
る
予
定
で
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
当
時
の

情
報
で
は
確
実
に
感
染
を

防
止
で
き
る
確
信
が
持
て

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

開
校
中
の
工
事
で
は
、
更

に
職
員
へ
の
負
担
が
増
加

す
る
こ
と
か
ら
工
事
の
延

期
が
望
ま
し
い
と
判
断
し

ま
し
た
。
ま
た
議
会
へ
の

十
分
な
説
明
を
怠
り
、
工

事
を
執
行
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
含
め
、
大
変
申
し

訳
な
く
、
反
省
し
て
い
ま

す
。

　

再
度
補
助
事
業
を
活
用

し
た
く
、
令
和
３
年
度
補

正
予
算
と
令
和
４
年
度
新

規
事
業
に
申
請
し
て
お
り
、

早
け
れ
ば
令
和
４
年
度
に

改
修
で
き
ま
す
。

質
問 

小
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
中
止

の
理
由
と
今
後
の
予
定
は

答
弁 

早
け
れ
ば
令
和
４
年
度
の
完
成
予
定

教 育

和歌山県移住・定住ガイドブック 2021 より
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一般質問

町営住宅

質問 町営住宅長寿命化計画の取り組みとは
答弁 延命か新築か退去時の改修か希望者の

状況等を鑑みる

質
問　

み
な
べ
町
営
住
宅

長
寿
命
化
計
画
と
そ
の
取

り
組
み
は
。
管
理
し
て
い

る
住
宅
の
全
戸
数
、
申
込

者
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　

町
長　

計
画
期
間
は
令
和

３
～
１２
年
度
の
１０
年
間
。

目
的
は
安
全
で
快
適
な
住

ま
い
を
長
期
間
に
わ
た
り

確
保
す
る
た
め
修
繕
や
改

善
の
計
画
を
定
め
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
維
持
管
理

を
行
い
長
寿
命
化
す
る
こ

と
。
全
戸
数
は
２
０
４
戸
。

事
業
の
実
施
方
針
は
建
物

本
体
の
外
壁
塗
装
、
補
修
、

な
い
こ
と
、
大
き
な
問
題

と
し
て
は
人
口
減
か
と
。

お
風
呂
の
改
修
部
分
で
は

家
賃
に
関
係
も
あ
ろ
う
か

と
。　

建
設
課
長　

居
住
性
の
向

上
も
検
討
は
し
て
い
る
が
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
に
改
修
す

る
に
は
間
取
り
の
問
題
、

家
賃
へ
の
反
映
等
な
か
な

か
簡
単
に
は
い
か
な
い
。

入
居
者
が
退
去
さ
れ
る
時

点
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
の

改
修
に
な
る
か
と
。
ま
ず

は
建
物
本
体
の
長
寿
命
化

を
優
先
的
に
実
施
す
る
計

画
だ
。

再
々
質
問　

人
口
の
う
ご

き
や
必
要
と
さ
れ
る
町
営

住
宅
を
こ
れ
か
ら
の
計
画

で
ど
う
考
え
る
の
か

町
長　

延
命
が
い
い
の
か
、

新
築
が
い
い
の
か
退
去
時

の
改
修
が
い
い
の
か
、
今

現
在
の
希
望
者
の
状
況
等

を
鑑
み
て
考
え
て
い
き
た

い
。

防
水
等
の
長
寿
命
化
改
善

を
優
先
的
に
実
施
し
て
い

る
。
申
込
者
は
、
減
少
傾

向
だ
。

再
質
問　

申
込
者
の
減
少

は
な
ぜ
起
こ
っ
て
い
る
の

か
。
内
部
改
善
と
し
て
、

お
風
呂
を
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス

に
改
修
す
る
こ
と
を
長
寿

命
化
計
画
の
更
な
る
住
宅

向
上
を
目
指
す
目
的
と
し

て
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

町
長　

所
得
増
に
よ
る
入

居
制
限
、
住
宅
条
件
と
申

込
者
の
家
族
構
成
が
合
わ

質
問　

Ｊ
Ａ
紀
州
の
組
織

再
編
で
、
今
ま
で
利
用
し

て
い
た
事
業
所
や
Ａ
Ｔ
Ｍ

が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

は
高
齢
化
・
過
疎
化
現
状

の
利
便
性
か
ら
逸
脱
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
行
政

は
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の

か
。

町
長　

役
場
内
の
窓
口
の

影
響
は
な
い
。
金
融
業
務

は
郵
便
局
を
利
用
で
き
る
。

年
金
受
給
者
の
た
め
の
訪

問
サ
ー
ビ
ス
や
内
容
の
変

更
の
周
知
等
、
対
応
の
強

化
を
図
る
と
聞
い
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
に
対

し
、
で
き
る
限
り
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
形

で
合
理
化
、
効
率
化
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

再
質
問　

Ｊ
Ａ
と
い
う
大

き
な
組
織
に
対
し
て
撤
回

す
る
よ
う
な
こ
と
は
町
と

し
て
は
言
え
な
い
が
、
町

の
指
定
金
融
機
関
で
あ
る

農
協
と
の
関
係
か
ら
町
民

の
暮
ら
し
の
利
便
性
に
支

障
が
及
ば
な
い
対
応
を
す

る
よ
う
に
行
政
指
導
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
が
い
か
が
か
。

　
町
長　

県
が
農
協
に
対
し

て
指
導
す
る
こ
と
は
あ
る

か
と
思
う
が
、
果
た
し
て

町
が
す
る
べ
き
も
の
な
の

か
、
で
き
る
も
の
な
の
か
。

今
後
も
町
民
の
経
済
活
動

に
悪
影
響
が
出
な
い
よ
う

に
い
ろ
ん
な
分
野
で
、
ま

ず
は
Ｊ
Ａ
紀
州
に
要
望
は

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問 

町
民
の
利
便
性
の
為
の
行
政
指
導
を

答
弁 

Ｊ
Ａ
紀
州
に
要
望
を
し
て
い
く

行 政

池
いけ

田
だ

三
み

千
ち

留
る

 議員
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一般質問

玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

 議員

質問 政策の企画・立案にかかる部署の創設を
答弁 臨時のプロジェクトチームで対応してきた

行　政

行
政
課
題
が
高
度
化
し
て

お
り
現
状
の
体
制
に
は
困

難
が
あ
る
の
で
は

質
問　

今
、
行
政
課
題
は

多
様
化
し
、
複
雑
化
、
高

度
化
し
て
い
る
。
大
地
震

と
大
津
波
、
急
速
な
人
口

減
、
農
林
漁
業
の
後
継
者

不
足
、
増
え
る
空
き
地
と

消
え
る
町
並
み
…
。

　

他
方
、
役
場
の
仕
事
は

日
常
的
に
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
す
定
型
的
な
業
務
が

中
心
。
こ
れ
は
、
住
民
の

暮
ら
し
を
支
え
る
重
要
な

仕
事
だ
が
、
新
た
な
事
業

を
組
み
立
て
る
こ
と
と
異

質
で
、
高
度
な
課
題
へ
の

人
材
の
確
保
が
大
事
で
は

な
い
か

再
質
問　

高
度
化
す
る
課

題
に
対
し
て
臨
時
的
な

チ
ー
ム
に
よ
る
対
応
に
は

限
界
が
あ
る
の
で
は
。
今

後
は
、
今
の
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
人
材
確
保
が
大
事

で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め

に
、

①
職
員
の
人
事
異
動
に
際

し
て
希
望
調
書
を
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か
。
意
欲
あ

る
職
員
を
配
置
す
る
と
と

も
に
現
在
の
職
務
状
況
や

労
働
環
境
、
ま
た
悩
み
等

を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

②
キ
ャ
リ
ア
や
専
門
性
を

有
す
る
人
材
を
専
門
職
と

し
て
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
土
木
、
水
道
、

保
健
等
々
の
専
門
職
の
採

用
が
行
わ
れ
て
き
た
。
今

な
ら
例
え
ば
デ
ジ
タ
ル
や

営
業
な
ど
の
資
質
が
必
要

で
は
な
い
か
。
専
門
性
や

実
務
経
験
を
条
件
に
募
集

し
て
は
ど
う
か
。

対
処
に
な
じ
み
に
く
い
の

で
は
な
い
か
。
周
辺
で
も

企
画
部
署
を
設
置
し
た
町

は
多
く
あ
る
。
新
た
な
部

署
を
創
設
し
、
こ
の
町
の

将
来
を
描
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
が
。

町
長　

防
災
拠
点
整
備
や

統
合
こ
ど
も
園
の
際
に
は
、

複
数
課
に
わ
た
る
案
件
で

あ
る
こ
と
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

課
題
の
抽
出
や
解
決
方
法

を
検
討
、
実
施
段
階
で
専

門
部
署
と
し
て
防
災
企
画

室
や
幼
児
教
育
室
を
新
た

に
設
置
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
形
を
と
り

つ
つ
方
向
性
が

決
ま
っ
た
後
の

担
当
部
署
へ
の

下
ろ
し
方
と
し

て
、
原
課
か
、

新
た
な
部
署
か

見
き
わ
め
な
が

ら
判
断
し
た

い
。

町
長　

①
異
動

希
望
調
書
は
職

員
組
合
か
ら
も

申
入
れ
が
あ
り
、

「
職
員
自
己
申

告
書
」
と
し
て

異
動
希
望
や
職

員
個
人
の
職
場

環
境
で
の
思
い

が
申
告
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

②
専
門
職
の
採

用
に
関
し
て
は
、

業
務
量
が
現
況

の
職
員
の
み
で
は
難
し
い

場
合
、
検
討
し
た
い
。

　

昨
年
度
、
み
な
べ
町
の

募
集
が
総
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
、
県

外
か
ら
多
く
の
応
募
が

あ
っ
た
。

新
た
な
案
件
が
産
業
課
に

集
中
し
て
い
な
い
か

再
々
質
問　

こ
の
間
の
新

し
い
案
件
の
多
く
が
産
業

課
所
管
と
な
り
、
そ
の
負

担
増
に
よ
る
業
務
の
圧
迫

が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
う
い

う
視
点
に
も
立
ち
新
た
な

部
署
の
設
置
を
検
討
い
た

だ
け
れ
ば
。

町
長　

産
業
課
は
確
か
に

農
業
、
林
業
、
水
産
業
、

商
工
業
さ
ら
に
は
住
民
の

心
配
事
相
談
等
幅
広
い
分

野
を
所
管
し
て
い
る
。
町

民
に
と
っ
て
ど
う
い
う
形

が
い
い
の
か
、
ど
う
い
う

機
構
改
革
と
す
べ
き
か
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を

加
え
て
ま
い
り
た
い
。

周辺町の事例
町 課 人口

上 富 田 町 振 興 課  15,684

す さ み 町 地 域 未 来 課   3,713

印 南 町 企 画 産 業 課 8,007

日 高 川 町 企 画 政 策 課   9,510

日 高 町 企画
まちづくり課   7,959

周辺ではすでに企画部署を設け、体制づ
くりを進めています。
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委員会レポート

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
取
組

　

昨
年
、
11
月
11
日
に
南
部
中

学
校
を
訪
問
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
係
る
設
備
の
状

況
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
教

育
長
、
学
校
長
、
指
導
主
事
、

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

８
月
末
に
ロ
ー
カ
ル
ブ
レ
イ

ク
ア
ウ
ト
（
学
校
か
ら
直
接
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
）
の
工

事
を
終
え
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
設
備
が
整
い
ま
し
た
。
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
（
更
新
）
の
状
況

に
よ
っ
て
動
き
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
お

お
む
ね
良
好
な
ス
ピ
ー
ド
で
パ

ソ
コ
ン
処
理
が
で
き
る
よ
う
に

改
善
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
外
部
人
材
を
活
用
し

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
配
置
さ
れ
、

各
学
校
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て

学
校
に
出
向
き
、
パ
ソ
コ
ン
等

の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
処
す
る
と
と

も
に
パ
ソ
コ
ン
に
関
わ
る
ア
ド

バ
イ
ス
も
行
っ
て
い
る
と
の
報

告
も
受
け
ま
し
た
。

　

南
部
中
学
校
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
て
深
く
学
習
す
る

た
め
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

部
会
を
立
ち
上
げ
、
学
習
場
面

で
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
る
こ
と
も
聞
き
ま
し
た
。

で
提
示
し
な
が
ら
説
明
、
そ
れ

を
動
画
に
撮
影
し
、
そ
の
様
子

を
確
認
し
て
次
回
に
生
か
す
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

様
々
な
場
面
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
駆
使
し
な
が
ら
授
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
を
観
て
感
激
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
先
生
方

の
取
り
組
み
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
さ
ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

１１月１１日、南部中学校を訪問し、ＧＩＧＡスクール構想に係る設備の状況や取組に
ついて報告を受けるとともに、タブレットを活用した授業を参観しました。

総務文教常任委員会 
委員会レポート

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て

　

説
明
を
受
け
た
後
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
活
用
し
た
２
年
生
の
英

語
の
授
業
を
参
観
し
ま
し
た
。

　

新
出
単
語
の
学
習
場
面
で
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
生
徒

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

て
単
語
の
確
認
テ
ス
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
テ
ス
ト
の

結
果
を
瞬
時
に
処
理
し
、
平
均

点
な
ど
も
提
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
よ
し
」「
や

っ
た
ぁ
」
な
ど

の
声
も
聞
こ
え

て
き
て
、
興
味

を
持
っ
て
生
き

生
き
取
り
組
ん

で
い
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
授
業

は
、
プ
レ
ゼ
ン

の
資
料
を
も
と

に
、
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
を
交
え

て
、
英
語
で
紹

介
す
る
内
容
で

し
た
。

　

互
い
に
資
料

を
タ
ブ
レ
ッ
ト

GIGAスクール構想とは
児童・生徒１人に１台のコンピューターと高速ネットワークを整備する取り組み。

みなべ町議会だより P12



委員会レポート

　

昨
年
12
月
３
日
、
産
業
建
設

常
任
委
員
会
は
、
み
な
べ
町
の

漁
業
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

担
当
課
同
行
の
も
と
、
堺
漁

港
に
て
ク
エ
タ
マ
の
陸
上
養
殖

の
現
場
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、

９
名
の
漁
業
関
係
者
の
方
か
ら

話
し
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。　

ク
エ
タ
マ
の
養
殖

　

み
な
べ
町
漁
業
生
産
組
合
で

は
11
月
１
日
よ
り
、
直
販
所
に

て
ク
エ
タ
マ
の
試
験
販
売
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
ク
エ
タ
マ
と

は
２
０
１
１
年
に
近
畿
大
学
が

開
発
し
た
も
の
で
、
高
級
魚
の

ク
エ
と
南
方
系
で
成
長
の
早
い

タ
マ
カ
イ
を
交
配
し
た
交
雑
種

で
す
。
ク
エ
の
淡
白
で
上
品
な

味
わ
い
を
残
し
、
ク
エ
よ
り
も

成
長
が
早
い
こ
と
か
ら
、
新
た

な
養
殖
魚
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
品
種
で
す
。

　

生
産
組
合
で
は
漁
業
者
に
よ

る
ク
エ
タ
マ
の
陸
上
養
殖
の
可

能
性
を
検
証
す
べ
く
、
19
年
よ

り
稚
魚
か
ら
成
魚
ま
で
を
陸
上

の
水
槽
で
飼
育
す
る
研
究
を
近

大
水
産
研
究
所
と
共
同
で
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

ク
エ
タ
マ
は
成
長
が
早
く
、

２
年
ほ
ど
で
２
～
３
㌔
の
サ
イ

ズ
に
育
ち
、
試
験
販
売
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
餌
代
と
美

味
し
さ
を
勘
案
す
る
と
２
年
で

の
出
荷
が
適
期
と
の
こ
と
で
す
。

小
谷
組
合
長
は
「
採
算
ベ
ー
ス

に
乗
せ
て
安
定
生
産
を
す
る
た

め
に
、
近
大
か
ら
の
稚
魚
の
安

定
的
な
調
達
や
本
格
的
な
陸
上

養
殖
施
設
の
整
備
が
今
後
の
課

題
で
す
。
販
路
に
つ
い
て
は
、

ク
エ
タ
マ
は
近
大
と
い
う
高
い

ブ
ラ
ン
ド
力
で
拡
販
が
期
待
で

き
ま
す
。
試
験
販
売
で
は
若
者

た
ち
の
関
心
も
高
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
Ｐ
Ｒ
も
し
て
い
き
ま
す
。

直
販
、
卸
し
の
両
方
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
ま
た
通
年
で
販

売
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
」。
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
エ
タ
マ
が
み
な
べ
の
特
産

品
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
欲
し
い
と
期
待
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
地
元
の
料
理
店

で
使
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
し
、

冷
凍
技
術
を
確
立
す
れ
ば
通
販

や
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
の
拡
販
も
期
待
で
き
ま
す
。

育
て
る
漁
業
の
推
進
　

　

漁
業
者
の
安
定
し
た
生
活
の

た
め
に
は
、
ク
エ
タ
マ
と
同
様

に
今
後
は
育
て
る
漁
業
の
推
進

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
現
在
、

カ
キ
や
バ
イ
貝
、
ヒ
ロ
メ
の
養

殖
の
研
究
を
始
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
以
前
よ
り
稚
魚
を
放
流
し

て
い
る
イ
セ
エ
ビ
の
収
穫
量
は

好
調
に
推
移
し
て
お
り
、
漁
業

者
の
安
定
収
入
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

●
産
業
課
と
の
意
見
交
換

産
業
課
か
ら
は
、
み
な
べ
の
漁

業
の
現
状
（
組
合
員
数
、
漁
船

数
、
陸
揚
げ
量
等
）
や
、
漁
業

協
同
組
合
と
漁
業
生
産
組
合
と

の
関
係
に
つ
い
て
も
説
明
を
受

け
、
今
後
の
漁
業
の
在
り
方
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

施
設
の
老
朽
化
、
組
合
員
数
の

減
少
・
高
齢
化
、
漁
獲
量
の
激

減
と
い
う
逆
境
の
な
か
、
漁
業

の
振
興
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て

い
く
か
、
今
後
と
も
漁
業
者
の

方
々
、
産
業
課
と
協
調
し
て
有

効
な
施
策
を
提
案
し
て
ま
い
り

ま
す
。

１２月３日、堺漁港にてクエタマの養殖を中心に漁業をとりまく状況の
調査を行いました。

産業建設常任委員会
委員会レポート

クエタマの養殖の様子

漁業の現状

漁業生産組合とは
生産面における労働の共同化を目的として、漁民の団体で組織された組合のこと。みなべ町議会だよりP13



議会広報モニター
を募集します！

■「議会広報モニター」とは
　この制度は、議会広報に関して、見やすく、わかりや
すい広報を目指し、広く皆さまからご意見をいただき、
紙面の充実を図るための制度です。
　また、必要に応じて議会・行政に関する意見を聞かせ
ていただき、議会運営や広報紙の紙面の充実に役立てます。

作　ウメたん「今年の一文字」編四 コ マ 漫 画

■募集者数
１０名程度 

■任期
1 年間（4回、アンケート票を送らせていただきます。）

■募集期間
令和４年３月１日から令和４年４月３０日まで 

■応募方法
みなべ町ホームページの「議会広報モニター募集欄」からご応募ください。
（http://www.town.minabe.lg.jp/）にアクセスして、「議会広報モニター新規応募」をクリッ
クしてください。
「応募申込フォーム」に氏名、住所、電話番号、電子メールアドレス、応募の抱負など必要事
項を入力のうえ、４月３０日までに応募（送信）してください。
※ご応募いただいた個人情報は、個人情報の保護に関する法律に従い、適正に取り扱います。
また、電話、FAXでの応募も受け付ますので、議会事務局（72-1334）までお問い合わせください。

■応募資格
町内に居住する１８歳以上（令和４年３月１日現在）の方で、インターネットを容易に利用
できる方を歓迎します。

■お問い合わせ・申込み先　みなべ町議会事務局
　　　　　　　　　　　　　電話番号：0739-72-1334・FAX：0739-72-1335

①

③

②

④

みなべ町議会だより P14



読者との交流ページ

このほど、第６4号（令和３年11月発行）について、アンケート調査を実施し、建設的な
意見をいただきましたので、その一部を紹介します。
また、これ以外の議会や行政に関する意見は議会内で共有し、今後の議会運営に役立てさせ
ていただきます。

議会広報モニターさんの意見をご紹介

定例会や一般質問等、 議会の様子をリモ
ートで何回か見させていただきました。 議会
だよりを読んでより一層理解しました。 全体
的にいつも町民が読んでもどういう内容だっ
たか等、 理解しやすいようにまとめて書いて
くれていると思います。

住民や子供たち、 これからの暮らしに希望
を持てるような制度や町になってほしいと思
います。

裏表紙の移住者インタビューを見て、 この
方のようにもっと移住者さんが増えればいい
のになと思います。 他の地域から若い方が
定住してくれれば、 梅の繁盛期の人手不足、
空き家の有効活用、 少子化問題等も少しず
つ解決していくのではないでしょうか。 その
ためにも、 みなべ町に来てよかったと魅力を
感じるような何かがあればいいなと思います。

遊休町有地の有効活用についてですが、
以前から維持管理やそれに伴い費用もかな
りかかるのではと疑問に思っていました。

基本的に定住目的の個人に売却とありま
すが、 みなべ町在住者の個人にも購入可能
かなど詳しく知りたいです。

議会だよりのモニターの意見にもありまし
たが、 この頃車で走行していると本当に道
路の白線が消えかかっている所が多く見受
けられます。 今は日暮れが早いので特に子
どもや学生の下校時の交通事故が起きない
ようになるべく早く対処してもらいたいです。

議員の一般質問の中に DX とか SDGS のよ
うに、 読んでいて意味の判りにくい用語があ
ります。 用語の後に ( ) をして注釈を付けては
どうでしょうか。 出来るだけ町民にも理解し
やすいようにしていただきたいと思います。

みなべ町議会だよりP15



念願の「子ども達が心も身体も健やかに過ごせる施設」が完成！
福祉避難所の役割発揮を含めて、地域に愛される園をめざす！！

神谷園長のコメント

　長い間、念願であった高台移転に伴うこども園が完成致しました。ここに至るまでには、乗り
越えなければならない数々の課題がありましたが、多くの皆様方のご理解とご協力、関わってく
ださった方々のご努力のおかげで竣工までたどり着くことが出来ましたことに御礼申し上げます。
ここに通う子ども達が、心も身体も健やかに過ごせることを一番に様々な工夫を凝らして園舎を
作りました。
　また、この度みなべ町と津波発生時における一時避難施設及び災害発生時の福祉避難所に関す
る協定を締結いたしました。これで、避難した後も雨露をしのげる場所になるかと思います。避
難所として使われない事が一番良いのですが、福祉避難所としては、乳幼児、障がいを持たれて
いるお子さん、妊婦等、大勢の避難所では、過ごしにくい方に使っていただけたらと考えます。

　一時避難施設としては、保育室の他ひさしを長く広げた
ウッドデッキも使えばより多くの方が一時的にも過ごせる
場所になるかと思います。今後は、みなべ愛之園こども園
が、地域に根差し愛される園となれるよう職員一同努めて
参ります。

総
事
業
費
１１
億
６
，
０
０
０
万
円
を
か
け

定
員
１
６
０
名
の
機
能
的
な
施
設
が
完
成
！

　

町
が
整
備
し
て
い
る
防
災
拠
点
エ
リ
ア
内
で
、
令
和
２
年
９
月
か
ら

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
社
会
福
祉
法
人
イ
エ
ス
団
の
『
み
な
べ
愛
之

園
こ
ど
も
園
』
が
完
成
し
、
１１
月
２４
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
こ
ど
も
園
は
総
事
業
費
１１
億
６
，
０
０
０
万
円
（
う
ち
国
２
億
３
，

９
０
０
万
円
・
町
８
億
２
，
９
０
０
万
円
）
を
か
け
、
町
内
に
あ
る
愛

之
園
保
育
園
、
南
部
幼
稚
園
、
南
部
保
育
所
の
３
園
が
統
合
す
る
形
で

園
舎
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
施
設
規
模
は
、
定
員
は
０
歳
児
か
ら
５
歳

児
ま
で
の
１
６
０
人
と
な
っ
て
お
り
、
鉄
骨
平
屋
建
て
で
、
屋
内
の
床

面
積
は
２
，
３
４
７
㎡
、
屋
外
テ
ラ
ス
は
５
８
７
㎡
で
す
。　

内
装
に

木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
あ
し
ら
っ
て
、
落
ち
着

い
た
温
か
み
の
あ
る
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

部
屋
は
、
乳
児
室
や
保
育
室
が
計
１１
部
屋
あ
る
ほ
か
、
遊
戯
室
兼
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
、
茶
室
、
一
時
保
育
室
、
調
理
室
な
ど
、

園
児
が
伸
び
伸
び
と
遊
び
、
学
べ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

乳
児
に
き
め
細
か
な
対
応
が
で
き
る
工
夫
が
な
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
に
と

っ
て
も
、
使
い
勝
手
の
良
い
施
設
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

住
民
の
一
時
避
難
施
設
や
福
祉
避
難
所
に
も
利
用
さ
れ
る
事
を
想
定

し
、
３
日
間
自
家
発
電
が
可
能
な
設
備
や
、
避
難
者
の
生
活
用
水
に
活

用
で
き
る
受
水
槽
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
床
暖
房
を
備
え
た
部
屋
も

あ
り
、
よ
り
多
く
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
野
外
テ
ラ

ス
も
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
利
用
で
き
る
福
祉
避
難
所

と
し
て
の
役
割
発
揮
に
も
、
今
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

議
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
定
例
会
・
全
員
協
議
会
、
委
員
会
で
担
当
課

よ
り
防
災
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
合
わ
せ
て
、
施
設
の
設
計
案
や
工
事

の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
遂
次
説
明
を
受
け
、
確
認
を
行
っ
て
来
ま
し

た
。

新こども園が竣工！　災害発生　時の避難施設の役割にも期待!!

◀新こども園開設に当たって協定書を交わした
　（左から）神谷園長と小谷町長
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各保護者や地元区長から期待のコメント

保護者
・すごくきれい。広い。設備が整っている。安心して預
けられそうです。特に、南部幼稚園や、南部保育所の
イベント（子どものお店屋さん）など、取り入れてい
くとのお話も聞きました。
最新設備の調理場での給食は、いろいろ工夫もあり、
茶道室も楽しみです。ただ、駐車場が遠いので、お天
気の具合では、歩く所に屋根があったらいいなぁと思
います。（年長児のママ）
・明るくて広くてこどもたちが楽しく過ごせる空間が整っているので安心です。また、災害時の
一時避難所でもあるので預けていても安心です。（4歳児の祖祖父）

地元区長
・防災のことも含め・高台の立地ということで、こども園の保護者の方は安心されていると思い
ます。バリアフリーもあり、子どもの成長の環境や安全面でも良いと思います。
・設備がものすごく良い。72 時間の自家発電や防災の一時避難所ということで、住民としても
安心感が高まり、大いに期待しています。

新こども園が竣工！　災害発生　時の避難施設の役割にも期待!!

正面玄関フロアーの様子
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特集！子ども議会　（高城中学校）

移
住
希
望
者
の
方
に
空
き
家
の
提
供
が
で
き
る
の
で
は
。

そ
の
際
、
修
繕
費
は
町
か
ら
出
ま
す
か
。

星
２
つ
以
下
の
避
難
所
の
こ
れ
か
ら
の
対
策
計
画
は
。

宿
泊
施
設
を
避
難
先
に
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
は
。

■各班の感想
●自分がみなべ町の魅力を知り、
町の取り組みを PR し、周りの
人にも知らせてあげたいと思い
ます。

●大人の人たちの意見だけでな
く中学生や高校生や様々な世代
の人たちの意見を反映させるこ
とも大切だと感じました。

■各班の感想
●想像以上に緊張するような空
気感での発表は、とても良い体
験ができ、将来この経験を活か
したいと思います。
●体験したことを忘れずにこれ
から自分の持っている意見を
しっかり言える人間になれるよ
うに頑張ります。
●答えていただいた対策によっ
てもっと良い町になると思いま
した。

箱木真理菜　大前なみ田中唯士　永井結羽

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
一
緒
に
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
を
進
め
て
、
空
き
家
の
活
用
を
進
め

て
い
き
た
い
。

県
の
補
助
制
度
に
修
繕
は
あ
る
が
、
対
象
外
は
町
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

崖
崩
れ
対
策
・
土
砂
対
策
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
宿
泊

施
設
を
避
難
先
に
す
る
こ
と
は
避
難
促
進
に
も
繋
が
る
の
で

検
討
し
た
い
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
地
域
の
言
い
伝
え
や
意

見
を
聞
い
て
作
成
し
た
い
。

質
問

質
問

当
局

当
局

少子高齢化について災害対策について 1班2班

　令和 3年 12 月 17 日、教育委員会主催で、高城中学校 3年生による「子ども議会」が、
庁舎内の議場で開催されました。
　「地域の未来を考えよう」をテーマに 3年間積み重ねてきた学習の集大成として、み
なべ町の現状や施策を学習し、本議会さながらの一般質問で鋭い提言を行政に投げか
けました。
　未来のみなべ町を担う子ども達からは、「緊張したが貴重な経験ができた」など感想
をいただきました。

未来の町づくりを担う、 子ども達が議会に集合！
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
か
ら
鋭
い
質
問

みなべ町議会だより P18



特集！子ども議会　（高城中学校）

井戸教育長：
　今年も素晴らしかった。今回の体験を将来に生かしてもらえればと思う。町の行政、地方分権
に興味を持ち、活躍してもらいたい。

未来の町づくりを担う、 子ども達が議会に集合！

コ
ロ
ナ
で
休
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
対
策
は
。

み
な
べ
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
の
予
定
、
旧
清
川
中
学
校
の
活
用
は
。

■各班の感想
●すごく緊張したけど、楽しく
達成感があり、とても良い経験
になりました。
●国の補助金の活用、モバイル
ルーターの無償貸し出しなどの
話を聞いて、自分の疑問が解決
しました。すごく先のことまで
考えてくれていると思いました。

■各班の感想
●調べていくうちに、みなべ町
のいいところをもっと知ること
ができました。
●メモを取りながら聞くことは
簡単ではなく、聞く力、書く力、
話す力を生かすことができまし
た。
●みなべ町の将来は私たちが支
えていかなければなりません。
なので、現状をしっかり理解し、
質問をしました。

平野悠伸　森本結愛硲稀菜　岡怜奈　廣岡秀真

す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
り
で
き
る
よ

う
に
、
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す

動
画
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
作
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

旧
清
川
中
学
校
の
利
用
に
つ
い
て
は
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ

と
を
目
的
に
、
梅
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
で
の
利
活
用
を

考
え
て
い
ま
す
。

質
問

質
問

当
局

当
局

学校教育について地域の活性化について 3班4班

暮
ら
し
の
安
心
を
支
え
る
「
集
落
の
か
た
ち
」
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
考
え
か
。

■各班の感想
●議員に負けない質問、原稿を
作っていくという気持ちで資料
を作りましたが、課長は僕たち
が予想していなかった回答で驚
きました。
●住民の皆さんが主体となるこ
とが大事だとわかりました。こ
れから、みなべ町の魅力を多く
の人に知ってもらい、活性化し
ていけたらいいなと思いました。

　岩代小学校 3年・4 年生 15 名の皆さんが町内めぐ
り（総合的な学習の時間）の一環として議場を見学し
ました。議員席や当局席に座ってみたり、起立採決を
行うなど本番さながらの様子でした。

玉段椋大　田川佳乃華　

区
民
の
自
主
性
に
任
せ
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問

当
局

集落の形について5班

今回の「子ども議会」の総括

11月10日には岩代小学校
3・4年生が議会見学
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議
会
だ
よ
り
　み
な
べ
第
6
5
号
　
令
和
4
年
3
月
１
日
発
行

発
行
　
和
歌
山
県
み
な
べ
町
議
会

〒
6
4
5
-0
0
0
2
和
歌
山
県
日
高
郡
み
な
べ
町
芝
7
4
2

TEL　
0
7
3
9
-7
2
-1
3
3
4
　
Fax　

0
7
3
9
-7
2
-1
3
3
5

議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い

3
月
議
会

3
月
2
日（
水
）午
前
９
時
～

次
回
の
議
会
開
会
予
定
は
次
の
通
り
で
す

あ

と

が

き

出
身
地
：
京
都
府

現
在
の
お
住
ま
い
：
徳
蔵

お
仕
事
：
株
式
会
社
Ｒｅ・Ｓ
ｉ
ｄｅ
代
表

よ
う
こ
そ
み
な
べ
町
へ
！

移
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

後ご

藤と

う

大や

ま

と和
さ
ん

（
29
）

２
０
２
０
年
に
Ｒ
ｅ
・
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
開
業

　

２
０
２
０
年
に
大
阪
で
Ｉ
Ｔ
業
務
に
関
す
る
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
、
Ｒ
ｅ
・
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
を
開
業
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
社
員
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
Ｉ

Ｔ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
の
仕
事
を
任
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

南
紀
オ
レ
ン
ジ
サ
ン
ラ
イ
ズ
Ｆ
Ｃ
発
足

　

Ｒ
ｅ
・
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
が
運
営
す
る
南
紀
オ
レ
ン
ジ
サ

ン
ラ
イ
ズ
Ｆ
Ｃ
は
「
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
×
移
住
×
農

業
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
紀
中
、
紀
南
エ
リ
ア
を
拠

点
に
活
動
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
す
。
メ
ン

バ
ー
は
ほ
と
ん
ど
が
和
歌
山
県
外
の
方
で
、「
地
域
に

貢
献
す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
理
解
し
て
く
れ

る
方
を
選
抜
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
20
名
以
上
が
メ
ン
バ
ー
と

し
て
確
定
し
て
い
ま
す
。
選
手
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
の
場
と
し
て
提
供
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
な
べ
町
に
移
住
し
た
き
っ
か
け

　

き
っ
か
け
は
、
奥
さ
ん
の
実
家
の
梅
仕
事
を
手
伝

っ
た
時
に
、
楽
し
く
や
り
甲
斐
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

も
と
も
と
農
業
や
、
自
給
自
足
に
興
味
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
ま
で
な
か
な
か
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
機
に
、
移
住
し
農
業
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、

和
歌
山
は
居
心
地
が
よ
く
、
自
分
に
と
て
も
合
っ
て

い
る
様
に
感
じ
ま
す
。

子
育
て
に
も
い
い
環
境

　

み
な
べ
町
は
子
育
て
に
も
い
い
環
境
だ
と
思
い
ま

す
。
公
園
な
ど
子
ど
も
と
行
け
る
場
所
が
多
く
、
ま

た
自
然
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
人
と
の
繋
が
り
が
深
く
、
親

身
に
な
っ
て
良
い
関
係
性
の
も
て
る
町
の
環
境
に
惹

か
れ
ま
し
た
。

梅
の
花
が
咲
き
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
は
と
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
「
南
部
梅
林
」

「
Ｕ
Ｍ
Ｅ
︲
１
フ
ェ
ス
タ
」、「
梅
の
里
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
地
元
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
観
光
客
の

方
々
を
が
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
来

年
こ
そ
は
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
盛
大
に
開
催
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
春
に
は
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
併

せ
持
つ
「
み
な
べ
愛
之
園
こ
ど
も
園
」
が
開
園
し
ま
す
。

ま
た
一
つ
、
防
災
の
取
組
が
進
み
ま
し
た
。

私
た
ち
議
員
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
命
を
最
優
先
に
し
た
「
安
心
・
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
邁
進
し
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
の
様
子
を

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
読
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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